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ようとする試みが散見できる (3)。  
しかしながら、評価者及び学習者の主観的な評価に基づき、この定性的な評価を
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テムが必要とされることを提言できる。   
























 そのような中で、リテラシーやキー・コンピテンシーを提起した OECD は、「社
会情動的スキル」という非認知能力を掲げた（2015） (7)。さらに、社会情動的スキ
ルは、認知的能力との間に相乗効果を生み出す可能性も示唆している。【図 2】を参
照されたい。   
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キャリア教育における多元的自己評価試論―非認知能力を手がかりとして―
【表 1：非認知能力の概観】 
名 称  機関・プログラム  出   典  年  
生きる力  文部科学省  
中央教育審議会答申『 21 世紀を展望した
我が国の教育の在り方について―子供
に [生きる力 ]と [ゆとり ]を―』  
1996 




























社会人基礎力  経済産業省  
『社会人基礎力に関する研究会「中間と
りまとめ」報告書』  2006 











社 会 情 動 的 ス キ
ル  
OECD 
OECD Skills Studies 
Skills for Social Progress 












































































































































 今回、多元的自己評価を用いた授業科目は 2 つある。一つは「キャリア形成Ⅰ―























































































































に焦点を当てて―」『大学教育研究紀要 第 10 号』、161-170 頁。当時は非認知能力という概
念を用いていないが、この概念に代替される「新しい能力」に基づいて、キャリア教育との
関連性を論じている。  
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キャリア教育における多元的自己評価試論―非認知能力を手がかりとして―
(2)「社会情動的スキル」は、2015 年に OECD（経済協力開発機構）が OECD Skills Studies Skills 
for Social Progress THE POWER OF SOCIAL AND EMOTIONAL SKILLS の中で提起し
た概念であり、その後同年にベネッセ教育総合研究所が『家庭、学校、地域社会における社
会情動的スキルの育成―国際的エビデンスのまとめと日本の教育実践・研究に対する示唆』
の中で和訳している。なお、【図 2】は同書 13 頁にある概念図を筆者が再構成したものとな
る。  
(3)近年では、幼児教育から高等教育までルーブリック評価やパフォーマンス評価の意義とその
方法が論じられているが、大学教育に関してはダネル  スティーブンス・アントニア  レビに
よる『大学教員のためのルーブリック評価入門』（ 2014 年）、玉川大学出版部などがある。  
(4)文部科学省（ 2011 年）、中央教育審議会答申『今後の学校におけるキャリア教育・職業教育





(6)中山は、前掲書 (1)164 頁において掲載しているが、さらに【表 1】には本稿の鍵概念となる
「社会情動的スキル」を追記した。  
(7)前掲書 (2)を参照されたい。  
(8)「状況に埋め込まれた学習」については、ジーン  レイヴ・エティエンヌ  ウェンガーによる








・P グリフィン・B マクゴー・E ケア編、三宅なほみ監訳（ 2014 年）『 21 世紀型スキル―学
びと評価の新たなかたち』、北大路書房  
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